
令和 7 年度 小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 株式会社 ゆい 代表者 岩﨑 光登志 

 
法人・ 
事業所 
の特徴 

弊社は創立以来、地域に根ざした介護サービスの提供を続けています。 
利用者個人に合ったサービス内容を提供することに力を入れています。 
週間プランにおいて、細かい利用時間、送迎時間の設定宿泊時間の調整、

自宅で過ごすための調整を心がけています。 
専門的な医療を受けられるように、協力医療機関と連携を密にとり、訪問

リハビリ等を継続して行って頂いております。 

事業所名 
小規模多機能施設 めぐみ 

          
（港北区） 

管理者 齋藤 南 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団

体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

0 人 5 人 3 人 0 人 0 人 2 人 人 1 人 1 人 12 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み 
・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

新規利用者の情報を簡潔に要約

した「情報シートをサービス開始

後すぐに作成し、スタッフ全員で

共有し統一したケアを行ってい

く。「情報シート」をスタッフが

いつでも見られるようにし、利用

者の目標「○○したい」を把握で

きるようにしていく。 

情報シートは利用開始後速やか

に作成し、統一したケアを行うこ

とができた。また、毎月のミーテ

ィング時に利用者について話し

合う時間を設け、利用者の「○○

したい」を職員間で共有出来てい

る。 

 引き続き情報シートは利用開始

後速やかに作成する。利用開始後

に知り得た日々の気づきや利用

者の「○○したい」などの発言は

日報に記録し、重要な内容につい

ては月 1 回のミーティング時に

再度共有する。 

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

毎朝の掃除、換気、消毒は引き続

き継続していく。季節やイベント

に合わせて壁絵や製作物を飾り

付けて明るく清潔な環境を維持

していく。 

季節やイベントに合わせた壁絵

や製作物を利用者と一緒に毎月

作成している。デイルーム以外に

も過ごしやすい居場所を確保し、

居心地のいい空間つくりに努め

ている。 

 ・月 1 回環境チェック(福祉用具

や施設内の危険個所)の実施。 
・日常的な清掃に加え、年 2 回の

大掃除を実施し環境整備を行う。 
・椅子やソファーの位置や動線

など利用者の落ち着けるスペー

スを見直す。 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

インスタグラムを引き続き更新

してレクの様子やイベントの様

子を広く知ってもらえるように

していく。 

毎月インスタグラムを更新し、施

設内の様子や行事の様子を発信

している。高田地域ケアプラザの

チームオレンジ事業の一環の製

作物作成に事業所として協力す

ることができた。 

チームオレンジの事業にもご参
加いただいてありがとうござい
ます。 

・地域イベントについては、年２

～３回の参加を目標とし、参加機

会を意識して確保する。 
・地域包括との関わりを強化す

するために、事業所としても必要

時の連絡や情報共有を行う。 



Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

回覧板や区の便りなどで地域資

源について情報を収集し、地域の

行事やイベントについて調べて

参加できそうな行事には事前に

準備、計画を立てるようにしてい

く。 

町内会の夏祭りに利用者ととも

に参加することができた。また、

通所サービスの時間内でも、利用

者様が地域に触れる機会を持て

るよう、可能な限り外出の機会を

設けるよう努めている。 

 ・利用者の希望や生活歴に基づ

き、個別ニーズに応じた外出支援

を可能な範囲で実施する。 
・外出が難しい利用者に対して

は、季節行事や地域に関連した活

動を施設内で取り入れる。 

Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

オープンガーデンには来年度も

参加して地域の方々との交流を

深めていく。利用者様と一緒に参

加できるイベントを探して施設

以外の場所でも活動できるよう

に支援していく。 

今年も港北オープンガーデンに

参加し、地域の方々が来場してく

れた。また、事前準備の庭の手入

れは利用者様も手伝ってくれた。

運営推進会議の内容は動画視聴

で職員にも閲覧できるようにし

たが、視聴する時間を取ることが

難しいとの意見が出ている。 

 ・運営推進会議の内容は、動画ま

たは議事録を用いて職員へ共有

する。 
・会議で出た意見については、対

応内容や検討結果を記録し、可能

なものから事業所運営に反映す

る。 
・意見を受け取るだけでなく、事

業所の取り組みや課題について

も発信し、相互に情報共有できる

場として活用する。 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

災害時の備蓄品は定期的に期限

を確認し常時保管していく。 
今後は保管場所についても検討

し、いざという時に取り出しやす

い場所に物資を保管する。 

災害時の備蓄品は毎年期限を確

認し、ローリングストックしてい

る。災害時用の飲料水は休憩室に

て保管したが、その他の備蓄品に

関してはロフトにて保管してい

るため、保管場所を変更する必要

性がある。 

実際のところどこまで準備すれ

ばいいのかわからないが、事業所

単位でしっかり準備してくれて

いるのでお互いに協力しあって

いきたい。 
災害時は区が対策本部を立ち上

げ各区の判断に従うことになる

が、港北区場合、赤タグ(トリアー

ジにおいてすぐに治療が必要な

患者）の患者は「横浜労災病院」

が搬送先になるが、遠くて搬送で

きるわけがない。神奈川県に主張

してようやく、川崎市側に搬送で

きるような動きになってきてい

る。 
医師の間では互いに協力し合う

気持ちがあるが、行政が追い付い

ていない。 

・備蓄品の定期点検（年 2 回）を

実施し、チェックリストにて管理

する。 
・備蓄品の保管場所について見

直しを行い、取り出しやすさや分

散配置を検討する。 
・保管場所および内容について、

職員が把握できるよう周知を行

う。 
 

 


